
は

じ

め

に

~
岩
手
県
南
部
の
海
岸
沿
い
に
、
陸
前
高
田
市
が
あ
る
。
そ
こ
を
中

心
に
、
北
隣
の
住
田
町
、
大
船
渡
市
の
一
部
と
南
隣
の
気
仙
沼
市
の

一
部
地
域
を
気
仙
地
方
（
地
区
）
と
呼
ぶ
Ｑ
旧
国
名
は
「
陸
前
」
。

伊

達

藩

の

領

地

で

、

亡

父

の

故

郷

で

も

あ

る

。

Ｅ

~

こ
こ
に
ま
~
つ
わ
る
幾
つ
が
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
・
~
気
仙

地
方
の
風
土
、
人
情
を
ご
賢
察
い
た
だ
け
れ
ば
、
~
幸
い
で
あ
る
。
（
注
、
タ
イ
ト
ル
を
「
新
ｆ
気
仙
風
土
記
」
と
し
た
の
は
、
~
一
九

六
七
年
五
月
に
伺
金
野
静
］
著
「
気
仙
風
土
記
」
が
既
に
出
版
さ
れ

て
い
た
か
ら
だ
。
〉
~
一
~
、
気
仙
大
工

気
仙
地
方
腱
は
魁
船
大
工
や
宮
大
工
と
呼
ば
れ
る
、
船
や
お
宮
を

造
る
高
度
な
技
術
を
持
っ
た
大
工
が
多
い
。
特
に
、
気
仙
地
方
に
住

む
船
大
工
や
宮
大
工
を
「
気
仙
大
工
」
と
呼
ん
で
い
る
。

お

と

も

な

か

よ

し

ま

る

~
陸
前
高
田
市
（
現
在
）
小
友
の
船
笥
中
吉
丸
」
の
船
頭
、
~
三
之
丞

は
気
仙
大
工
の
血
筋
を
汲
み
へ
船
人
（
船
員
ｉ
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

ま
た
、
船
人
の
中
に
も
、
気
仙
大
工
の
血
筋
を
持
つ
者
が
い
た
。
~
：
~

い

き

ば

~
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
十
~
一
月
二
五
日
傘
~
中
吉
丸
は
、
五
十
集

新
・
気
仙
風
土
記
（
上
）

』

ｌ
ｒ一

~

千

葉

俊

雄

荷
物
（
干
物
や
塩
魚
等
の
荷
物
・
）
を
積
み
、
常
州
那
珂
湊
へ
向
け

小
友
浦
を
出
帆
し
た
。
《
航
海
十
日
目
、
中
吉
丸
は
大
変
な
時
化
に

遭
っ
た
ｐ
大
き
な
波
が
中
吉
丸
を
襲
う
。
そ
こ
で
三
之
丞
は
船
人
に
、

若
姉
僻
切
軽
い
荷
物
か
ら
灘
に
捨
て
る
よ
う
、
指
示
を
出
し
た
。
最

後
に
椿
を
切
っ
て
、
海
に
投
げ
捨
て
た
。
こ
う
し
て
船
の
安
定
を
図

り
、
~
漂
流
し
た
ｐ
漂
流
約
一
ヶ
月
。
中
吉
丸
は
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
、

と
あ
る
小
さ
な
島
へ
漂
着
し
た
。
~
そ
こ
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
領
の
小

笠
原
、
父
島
だ
っ
た
。
~
~
￥
~
~
島
に
は
、
先
住
民
が
い
た
。
ア
メ
リ
カ
人
、
セ
ポ
リ
ー
達
で
、
寄

港
す
る
米
英
の
捕
鯨
船
に
、
水
や
食
糧
な
ど
の
商
い
を
し
て
、
生
計

を
立
て
て
い
た
ｐ
三
之
丞
ら
は
セ
ボ
リ
ー
達
に
身
振
り
、
手
振
り
で

「
腹
が
へ
っ
て
い
る
…
」
「
助
け
て
く
れ
、
と
と
窮
状
を
訴
え
る
と
、

島
民
達
は
船
を
湊
へ
曳
航
し
~
、
煙
草
や
食
事
等
を
持
っ
て
き
て
、
世

話
を
し
て
く
れ
た
。
落
ち
着
く
と
、
三
之
丞
ら
は
海
藻
や
魚
を
捕
っ

て
生
活
を
し
た
。
ま
た
魁
若
手
の
船
人
三
蔵
は
、
~
三
人
で
持
つ
柱
を

一
人
で
運
ん
だ
り
、
他
の
船
人
達
も
島
民
の
家
を
建
て
る
の
を
手
伝

い
、
》
気
仙
大
工
の
本
領
を
発
揮
し
た
。
こ
う
し
て
三
之
丞
ら
は
秤
島

民
達
か
ら
大
変
感
謝
き
れ
、
二
ヶ
月
後
に
島
を
離
れ
る
時
、
~
島
民
は

手

を

振

っ

て

名

残

を

惜

し

ん

だ

と

い

う

。

~

~

~

~

~
と
こ
ろ
で
、
~
中
吉
丸
が
遭
難
し
た
当
時
は
、
鎖
国
の
世
。
日
本
を

出
た
者
は
、
厳
し
い
取
り
調
べ
の
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
死
罪
の

徒
が
あ
っ
た
・
し
か
し
、
中
吉
丸
が
日
本
に
戻
る
と
、
~
荷
物
を
調
べ

ら
れ
、
~
~
父
島
の
様
子
を
訊
か
れ
た
だ
け
で
、
全
員
が
故
郷
の
小
友
の

士
を
踏
む
事
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
幕
府
が
急
速
に
発
展
し
て
い
る

異
国
の
様
子
を
少
し
で
も
耳
に
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
~

~

一
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後
に
、
幕
府
は
外
国
奉
行
、
水
野
忠
徳
を
威
臨
丸
で
小
笠
原
に
派

遣
し
、
米
国
政
府
と
領
土
確
認
を
し
た
際
舟
小
笠
原
が
日
本
に
帰
属

す
る
事
が
す
ん
な
り
と
決
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
担
当

官
が
セ
ポ
リ
ー
だ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
う
し
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
絆

が
深
め
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
、
中
吉
丸
の
船
人
達
の
下
働

き
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

~
~
~
”
異
国
と
の
絆
深
め
し
野
分
か
な
‐
~
俊
雄
【
参
考
文
献
》
千
葉
一
栄
著
『
中
吉
丸
の
謎
」
~
~
！
~

星

、

高

田

松

原

~
二
○
二
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
の
津
浪
で
、
高
田
松

原
の
七
万
本
の
松
が
一
本
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
話
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
十
年
後
の
二
○
一
~
二
年
に
は
、
~
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
で
、
￥
四
万
本
の
松
が
植
え
ら
れ
た
。
業
者
で
な
く
、
~
市
民
の
手
で

松
を
植
え
た
の
は
、
木
を
大
切
に
す
る
、
如
何
に
も
気
仙
大
工
の
郷

ら
し
い
話
だ
。
被
災
前
の
松
林
に
は
、
金
田
一
京
助
が
揮
毫
し
た
、

啄
木
の
「
い
の
ち
な
き
砂
の
か
な
し
き
よ
》
ゞ
ざ
ら
さ
ら
と
握
れ
ば

指
の
あ
ひ
だ
よ
り
落
つ
」
の
歌
碑
が
あ
り
へ
~
何
組
も
の
海
水
客
が

ｈ

■

ｒ

評

や

憩

っ

て

い

た

。

~

作

”

や

が

て

、

四

万

本

の

松

が

大

樹

と

な

り

、

緑

陰

に

津

浪

前

の

光

景

が
再
び
見
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。

小
雪
舞
ふ
津
浪
だ
逃
げ
る
て
ん
で
ん
こ

俊

雄

松

四

万

植

へ

て

松

原

海

開

き

~

俊

雄

~

乳

~

~

~

~
~
三
、
千
葉
凋
炸
~
椎
、
。
」
聖
今
吐
；
↓
」
》
踞
呼
・
ゞ
」
》
↑
ｊ

同
じ
く
被
災
前
、
~
釦
甫
千
葉
周
作
生
誕
の
地
」
の
碑
が
、
陸
前
高
田

市
を
流
れ
る
気
仙
川
畔
に
あ
っ
た
。
周
作
生
誕
地
の
説
は
他
に
、
気

I

仙
地
区
を
含
ま
な
い
気
仙
沼
説
や
、
県
南
中
央
部
（
一
関
付
近
・
）

説
等
も
あ
る
が
、
私
が
知
り
得
た
範
囲
で
は
、
陸
前
高
田
説
が
有
力

な
よ
う
だ
。
~

千
葉
周
作
は
、
北
辰
一
刀
流
の
剣
法
の
創
始
者
だ
が
、
~
こ
の
流
儀

は
、
「
瞬
速
、
心
、
~
気
、
力
の
一
致
」
。
ま
た
~
私
は
、
「
抜
か
壺
の
刀
」

と
も
聞
い
て
い
る
。
血
気
早
い
幕
末
の
士
に
む
や
み
に
刀
を
抜
く
な

と
い
う
戒
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。
~
道
場
は
、
~
東
京
神
田
の
お
玉
ヶ

池
に
あ
り
、
山
岡
鉄
舟
や
新
撰
組
の
山
南
敬
助
§
伊
東
甲
子
太
郎
な

ど
の
剣
士
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
作
の
弟
、
~
~
定
吉
は
坂
本
竜

馬
を
指
南
し
て
い
る
Ｐ
幕
末
の
剣
士
を
気
仙
地
区
が
生
３
だ
と
言
え

な
く
は
な
~
い
。
~
＃
~
~
浅
田
次
郎
著
「
壬
生
義
士
伝
」
で
は
、
新
撰
組
に
入
島
為
、
南
部

藩
を
脱
藩
す
～
藩
士
が
務
め
て
い
た
藩
校
の
子
に
「
南
部
藩
は
跡
『
石

割
り
桜
』
を
持
つ
藩
だ
．
桜
は
石
ば
割
っ
て
咲
ぐ
~
。
（
中
略
）
盛
岡

の
子
な
れ
ば
、
他
に
先
駆
け
、
あ
~
つ
ば
れ
な
花
こ
ぱ
咲
か
せ
ろ
。
」

と
激
励
す
る
。
~
周
作
の
教
え
を
受
け
た
幕
末
の
剣
士
も
、
幕
末
期
と

い
う
「
石
」
を
割
り
、
新
た
な
時
代
の
「
花
」
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
た
。

（
※
注
、
》
石
割
り
桜
と
は
、
花
崗
岩
の
割
れ
目
に
桜
の
木
の
根
が
入

り
、
~
割
れ
自
を
拡
げ
、
岩
か
ら
桜
の
幹
が
す
っ
ぽ
り
出
て
い
る
。
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
ざ
れ
、
~
現
在
は
盛
岡
地
方
裁
判
所
の
構
内
に

あ
る
。
岩
の
周
囲
は
、
二
十
一
~
ｍ
・
樹
齢
三
百
六
十
年
の
エ
ド
ビ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
Ｊ
~

リ
ア
ス
の
小
村
は
〃
長
い
日
本
の
歴
史
の
~
「
隠
し
味
」
と
な
っ
て

い
た
。
話
は
次
回
に
続
け
る
・
~
~
~
~
”
ｙ
石
ば
割
り
花
さ
咲
か
せ
と
南
部
富
士
~
~
~
~
：
俊
雄
！
罪
~
~
~
~
“
~

『
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